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後半部分で Oxford の Atiyah 教授の大著“The Rise and Fall of Freedom of Contract" (1979) の手法を摂取し、
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経済面で工業化の先進国であった英国が法技術の発展においては訴訟方式に拘束されて中世の結果責任主義を払拭し
えなかったという事情を解明するとともに、法曹が抱いた社会像と責任意識の制度化の過程を法社会学的に図式化し
た。なお本論文は産業革命以後にネグリジェンス概念や過失責任主義が台頭した理由は製造業や鉄道業への投資を促
進するためであったという素朴な理解に対して反省を迫っているo 以上の特色を備えた本論文は過去の研究成果を生
かしており、課程博士論文に要求される水準に到達していると認定しうる。
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